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あらまし 近年、大量に蓄積された映像データを効率的・効果的に利用するための技術が求められている。放送映像

を素材とした時、情報のキーとなる重要な要素の一つとして映像中の登場人物がある。登場人物に注目して知識の抽

出や解析をおこなう研究は従来おこなわれているが、それらは専らテキスト情報を用いており、共通した問題として、

状況や時流の変化に伴う同一人物の呼称の多様性が挙げられる。これに対処するには、同一人物の異なる呼称を “名

寄せ”するための辞書作成が必要となるが、従来はこの辞書作成は人手にておこなわれていた。本研究では、この辞

書作成を自動化するために、顔認識の技術を用い映像中に現れる顔の同定（いわば “顔寄せ”）をおこなうことで、そ

れぞれの顔に対応する人物名詞の名寄せをおこなう。
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Abstract Recently, the technology to use a large amount of video data efficiently and effectively is requested.

When broadcasted videos are used, people who appear in the videos are one of the most important information.

So researches that focus on people’s name that appear in videos have been done. However, there is a big problem

in these works; the problem that people could have various ways to be called according to the change in the situ-

ation and the current of the times. In this work, we will resolve the problem by identifying faces that appear in

broadcasted videos.
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1. ま え が き

1. 1 研究の背景

近年、通信技術や記憶装置の発達、また、メディアの多様化

に伴い、世の中では大量の映像データが氾濫の一途をたどって

いる。それに伴い、それら大量の映像データを効率的・効果的

に利用するための技術が求められており、検索や閲覧、潜在し

ている知識の抽出などを目指した計算機による内容理解が進め

られている。

映像の代表的なものとして、放送映像が挙げられる。放送映

像は人間社会の貴重な情報源であると考えられるため、そこに

現れる “人物”に注目することは自然かつ重要であると考えら

れる。

これを受け、我々は放送映像を解析し、そこに登場する人物

たちが形成する相関関係を抽出することにより、図 1に示すよ

うな人物相関グラフの構築を目指している [1], [2]。

放送映像は、主に画像と音声からなるマルチメディアデータ

であるが、近年これらに加え、クローズドキャプション (CC)と

呼ばれる音声を書き下したテキストデータが付与されはじめて

いる。上記の放送映像からの人物相関抽出に関する研究 [1], [2]

においても、CCテキストを処理することで人物間の相関の強

さを求めている。
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図 1 人物相関グラフの例

放送映像を対象とした場合に限らず、このような “人物”に

注目した研究においては、1つの大きな問題がある。この問題

は、“人物”が人物名詞（一個人を指す固有名詞）によって一意

に識別されるものであるにもかかわらず、同一人物であっても

状況や時流の変化によって呼称が異なるために生じる。つまり、

1人の人間が複数の人物名詞で言及されうるのである。これに

より、処理の上で文字列として人物名詞を扱う場合に、事実上

同一のものが、あたかも別のもののように扱われてしまう。

本報告では、この問題に対処すべく、同一人物の異なる呼称

を同定（いわゆる “名寄せ”）するための知識を収集し、辞書を

作成することを目指す。従来、このような実世界に関する高度

な知識に基づく名寄せ辞書の作成は専ら人手にて行われていた

が、本研究では自動化を目指している。
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図 2 名寄せのイメージ図

1. 2 呼称の多様性の種類

以下に呼称の多様性の種類と、それを引き起こす原因を挙

げ、それらが起こる具体的な状況を図 3に示す例によって説明

する。これにより人物名詞の同定作業 (“名寄せ”)の難しさ・問

題点を述べる。

（ 1） 敬称・役職等の付与

図 3に挙げられた a.から h.までの人物名詞は、全て同一の

人物を指すが、敬称や役職を付加することによって、呼称が多

様化することがわかる。敬称・役職を適切に付加するためには

外部からの社会的な知識が不可欠である。

（ 2） 同義語の言い換え

c.と d.は、「総理大臣」と「首相」という、本来同一の概念

を異なった語で表したために起こった呼称変化である。このよ

うな場合は、あらかじめシソーラス (類語辞典) を用意してお

き、同義語の言い換えをおこなうことで対応は可能である。

（ 3） 時間的な変化

c.から h.までを全て見ると、同義語の置き換えではなく、本

来別の概念を指す名詞を付加したことによって、多様な呼称が

見られる。図 3に示した人物は、歴史のある時点では「厚生大

臣」という役職についていたが、その後、「自民党総裁」や「総

理大臣」となったため、このように呼称が変化している。時間

的な変化は、図 3の例のような役職の変化の他にも、事件を起

こしたため逮捕・起訴された場合の「容疑者」や「被告」といっ

た称号の付加や、婚姻等による姓の変化、改名など様々なもの

がある。長期にわたるデータに対する名寄せにおいては、この

ような変化はことさら大きな問題となり、社会の変化に対応し

た辞書更新が必要である。
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図 3 同一人物に関する呼称の多様性の例

以上のような呼称変化の原因およびその問題点を考えると、

名寄せの自動化が大変困難であることがわかる。

1. 3 提案手法の概要

以上のような難しさを鑑みると、外部から与えられる社会的

な知識なくして、テキスト、すなわち人物名詞を見ただけで名

寄せを行うことは困難である。

そこで、本研究では、CCテキストの情報に加え、放送映像

中の画像情報を利用することで、名寄せに必要な知識としての

辞書作成を自動的に行う。具体的には、顔認識の技術を用い映
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像中に現れる顔を同定（いわば “顔寄せ”）することで、それぞ

れの顔に対応する人物名詞の名寄せを行う。

本報告では、上記の基本的アプローチを踏まえ、以降、2.で

処理の詳細を述べる。3.で提案手法の効果を実験によって示し、

4.でまとめる。

2. 顔認識を用いた名寄せ

放送映像中の CCから得られた複数の人物名詞に対し、それ

らに対応する画像中の顔どうしを比較し、その類似度をもとに

名寄せを行う。処理の大まかな流れは図 4のようになる。
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図 4 提案手法の処理の流れ

ここでは、まず 2. 1にて処理を解説する上で必要となる用語

を整理し、つづく 2. 3以降で各処理の詳細を述べる。

2. 1 用語の整理

以降では、対応付け処理について述べるにあたり必要となる、

放送映像の画像的・意味的な構成要素に関する用語を整理して

おく。

• フレーム：動画像の最小構成単位である静止画像

• ショット：画像的に連続するフレーム群

• カット：ショット間の不連続点

• シーン：意味的に連続するショット群 (ニュース映像にお

いてはストーリ（話題）に相当)。

� � �
� �����
� 	 � 


� ���

�������

図 5 放送映像の構成

2. 2 ショット分割

まず、全ての処理に先立って、ショットの分割をおこなう。以

降、2. 5で述べる対応付けおよび 2. 6で述べる名寄せは基本的

にショット単位でおこなうため、ここで述べるショット分割は

それらの前処理となる。

放送映像において、ショットは視聴者に対して違和感や誤解

のないように配慮されて割り付けられる。そのため、インタ

ビューや記者会見など、ある特定の人物を話題の中心として

ショットが作られるとき、何らかの制約がない限り、対象とな

る人物は画面中央に大きく映るように撮影される。さらに、そ

の次に違う人物を映す場合には、ショットを切り替えるよう配

慮される。

この性質を利用し、本研究では人物名詞と顔とを対応付ける

ための手掛かりとして、ショットを単位として処理を進める。

ショットの分割は、時系列順にフレーム画像の RGB色ヒス

トグラムを比較し、前フレームとの類似度が閾値以上となった

フレームの直前をカットとする。

2つのヒストグラム H1,H2 の類似度は、式 (1)で表される

ヒストグラムインターセクションを用いる。

H1とH2の類似度 =

∑I

i=1
min(H1,i, H2,i)∑I

i=1
H2,i

(1)

H1,H2 :フレーム画像の色ヒストグラム

I :ヒストグラムのビン数

Hn,i : Hnにおける i番目のビン

本報告では、ヒストグラムのビン数 I = 256 × 3とした。こ

こで、入力画像の色情報は、RGBそれぞれの値が 0-255の 256

階調である。

2. 3 CCテキストからの人物名詞抽出

ここでは、各ショットに対応する CCテキスト中に現れる人

物名詞を抽出する。CCテキストは、事前に音声との同期がと

れているものを用いた。抽出される人物名詞は、完全一致の重

複を除いたすべての人物名詞である。

人物名詞抽出手法は、井手らの手法 [4] を用いており、おお

まかに以下に示す手順である。

手順 1 CCテキスト内の各文に形態素解析を施し (JUMAN [3]

3.61を使用)、名詞列を抽出する。

手順 2 各名詞列に対し、「～さん」「～会長」「～大臣」といっ

た接尾名詞に注目して事前に作成した辞書と照合することで語

義属性を解析し、人物名詞を抽出する。

2. 4 動画像からの顔シーケンス抽出

ここでは、各ショット中に現れる顔を画像より抽出する。

顔の検出には、照明条件の変動やノイズに対してもロバスト

であり、かつ解像度に依存せず高速な検出が可能な Joint-Haar

like特徴 [5]を用いる。これは、複数の Haar-like特徴 [6]の共

起に基づく特徴量であり、Haar-like 特徴を組み合わせて顔の

構造に基づいた特徴の共起関係を評価することにより高い識別

能力を得ている。

Haar-like 特徴とは、画像における特徴量として、照明条件
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の変動やノイズの影響を受けやすい各画素の明度値をそのまま

用いるのではなく、近接する 2つの矩形領域の明度差を求める

ことで得られる特徴量である (図 6)。

図 6 基本的な Haar-like 特徴のセット

2. 2 で述べた放送映像における各ショットの特性から、各

ショットから得られると期待される顔は 1つ以下である。その

ため、顔検出処理そのものはフレーム（静止画）1枚 1枚に対

して行うが、ショット内の全てのフレームから得られた全ての

顔は、まとめて 1つの顔シーケンスと仮定して扱う。

顔を 1 枚の静止画ではなくシーケンスとして抽出すること

で、2. 6で述べる顔認識の精度を高められると期待される。

2. 5 人物名詞と顔シーケンスの対応付け

2. 3にて抽出された人物名詞および、2. 4にて抽出された顔

シーケンスを対応付ける。

前述のとおり、各ショットにおいて抽出された人物名詞は複

数存在しうるが、顔シーケンスはたかだか 1つのみである。こ

こでは、ショット内の顔シーケンスと人物名詞を 1対多の状態

で対応付けておく。

この処理は、佐藤らによる Name-It システム [9] のように、

人物名と顔とを 1対 1に対応付けることそのものが目的ではな

く、あくまでも “名寄せ”の手がかりにするためのものである。

そのため、ここでは、一意の対応付けまでは行わず、ある顔に

対応しうる人物名の候補を複数挙げるにとどめ、対応付けの誤

りによる名寄せ漏れを防ぐ。

2. 6 名 寄 せ

対応付けた顔シーケンスと人物名詞のペアを用いて名寄せを

おこなう。

顔シーケンスと人物名詞のペアを、全ての組み合わせで比較

し、以下の 2つの条件を満たすとき、両者は同一人物であると

判断する。

（ 1） 顔の類似度が閾値以上

ここでおこなう顔の類似度計算は、特徴点として抽出した目

鼻（瞳、鼻孔）を基準にして顔領域の位置・サイズを正規化し

た矩形の濃淡パターンを、相互制約部分空間法を用いて認識す

る手法 [7], [8]により行っている。この手法では、顔の向きや表

情変化といった変動を吸収するために、動画像から得られる複

数枚の画像を用いた認識を行うため、顔を 1枚の静止画ではな

く、シーケンスとして認識器に与える。

（ 2） 名詞の類似性が制約を充足

本来ならば、顔の類似性のみで名寄せするか否かの判断をす

べきだが、2. 5での対応付けが 1対 1にまで絞り込まれていな

いため、名詞による制約を設けている。

実際に設ける制約については、3. 1にて具体的に述べる。

3. 放送映像中の人物の名寄せ実験

2.で述べた名寄せ処理の効果を確かめるために、実際の放送

映像に適用して実験をおこなった。

3. 1 実 験 条 件

素材として使用した放送映像は、2001年 7月から 2005年 8

月までに実際にテレビ放送された「NHKニュース 7」から、無

作為に選んで人手にて切り出した 30ストーリ（合計約 120分）

である。

名寄せ判断のための顔類似度の閾値は、その上下によって、

以下に定義する適合率、再現率のトレードオフが起こるが、本

実験においては、適合率 100%（False Positiveが 0）を保障す

るような厳しい値に設定した。

適合率 =
正しく名寄せできた数

名寄せ結果

再現率 =
正しく名寄せできた数

正解
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図 7 名寄せ結果の評価

ここで、“名寄せ結果” とは、名寄せ処理によって減らすこ

とのできた異なり数、すなわち「名寄せ前の全人物名詞の異な

り数」から「名寄せ後の人物数」を引いた値であり、“正解”と

は、「正しくかつ漏れなく名寄せがおこなわれた時に最終的に

得られる人物の異なり数」である。ここで定義した適合率の直

感的な意味は「本処理によってなされた名寄せのうち、正しく

名寄せできたものの割合」であり、再現率の直感的な意味は、

「理想的な名寄せのうち、本処理で実現できた名寄せの割合」で

ある。

なお、名詞による制約は「人物名の 1 文字目 (頭文字) が同

じ」とした。

3. 2 実 験 結 果

実験結果として、表 1に、2. 3の処理によって抽出された「名

寄せ結果」と、人手によって確認した「正解」およびそこから

求められる再現率を示す。本報告の実験においては、前述のよ

うに、適合率 100%（False Positive が 0）、すなわち「誤って

名寄せした数」= 0を保障するように名寄せ判断のための顔類

似度閾値を設定したために、「名寄せ結果」=「正しく名寄せし

た数」となる。

表 1 実 験 結 果

名寄せ結果（正しく名寄せした数） 正解 再現率

6 45 37%
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なお、本評価実験におけるサンプル数とである 2. 3の処理に

よって抽出された人物名詞数の総数 (異なり数)、すなわち「名

寄せ前の全人物名詞の異なり数」は 72であった。

次に、実験結果の一例として、「田」で始まる人物名詞の名

寄せ結果を示す (図 8)。実線で囲まれている部分は上記の処理

で名寄せされた部分であり、破線で囲まれている部分は正解で

ある。

図 8において、対応する顔がない人物があるのは、その人物

名詞を抽出したショットにおいて顔が検出されなかったためで

ある。
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3. 3 考 察

実験結果を見ると、再現率が 37%と低い値のため、現段階で

十分な名寄せができているとは言い難い。しかしながら、テキ

スト面での条件が「頭文字の一致」という過剰な名寄せをしう

るものであるにもかかわらず、顔の認識によって名寄せ誤りを

抑制できていることは興味深い。

名寄せに失敗した例を見ると、失敗の原因は、大きく以下の

2つに分類できる。

（ 1） 人物名詞に対応する顔が得られなかった

さらに詳しく分析すると、人物名詞に対し、対応付けるべき

顔の現れ方に注目して、以下のように分類できる。

(1-1) そのショットではなく、前後のショットで現れた

(1-2) 顔向き等の条件の悪さから、検出に失敗した

(1-3) そもそも画像中に顔が全く現れなかった

(1-1)については、対応付けるべき顔候補を抽出する範囲を、

人物名詞と完全に同期をとるショットだけでなく、その前後の

ショットにも広げることで解決が見込める。(1-2)については、

主に横向きの顔等を検出できる検出手法によりある程度は解決

できるものの、後に控える顔認識処理に失敗する可能性がある

ため、困難な問題である。(1-3)については、本手法を適用す

ることが原理的に不可能な問題である。

図 8の例においても見られたように、このような場合は提案

手法が原理的に機能しない。

（ 2） 顔の認識に失敗した

顔向きや照明変化、特にカメラのフラッシュなどの影響によっ

て引き起こされたものと考えられる。この問題については、顔

認識処理のさらなる改良によって解決が期待できるが、放送映

像中の顔は、向きや照明の偏りが大変大きいため、ヒューマン

インタフェースやセキュリティの分野での利用を考えた顔認識

の問題に比べると、大きな困難をはらんでいる。

上記のとおり、(1-2), (1-3) および (2) に起因する名寄せの

失敗ついては、解決が大変困難な問題である。しかしながら、

本手法の場合、多くの映像に出現する人物であれば、その場面

での名寄せができなくても、他の場面で顔検出・顔認識できれ

ば解決できる問題である。そのため、120分の映像という小規

模なデータでの実験では失敗してしまった名寄せについても、

データを追加することで解決が期待される。

4. む す び

本報告では、放送映像中の人物同定をおこなう名寄せ辞書作

成の自動化を目指し、顔認識の技術を用いて映像中に現れる顔

の同定（いわば “顔寄せ”）を行い、それぞれの顔に対応する

人物名詞の名寄せを行う手法を提案した。本手法の名寄せ効果

を確かめる実験の結果、再現率を考えると現時点で十分な名寄

せできているとは言い難いながらも、一定の効果が確かめられ

た。本手法では放送映像を処理の対象としているが、ここで得

られた知識（名寄せ辞書）は、放送映像に限らず、Web上のテ

キストなどに現れる人物にも用いることができる。

今後は、顔の類似度計算等、各処理を高性能化することによ

り再現率の改善を図る。また、人物名詞と顔との対応付けを 1

対 1に絞り込み、テキストによる制約を廃することで、あだ名

や改名などにも対応した高度な名寄せを目指す。

現在は人物名詞どうしが同一人物を指すか否かのみを知識と

して抽出しているが、将来的な発展としては、時間の前後関係

がはっきりしているという放送映像の利点を活かし、人名の時

間的変遷を情報として加味することで、広い分野への利用を念

頭においた知識抽出も検討している。
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